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62 単
語
化
さ
れ
る
ま
で
に
紡
が
れ
る
物
語

ち
づ
く
り
や
っ
て
ま
す
。
」

「
な
ん
で
す
か
、
ま
ち
づ
く
り
っ
て
？
」

「
え
っ
と
、
例
え
ば
・
・
・
・
」

　
自
己
紹
介
の
時
に
よ
く
あ
る
や
り
と
り
。

　
最
近
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
か
で
は
な
く
、
ど
ん
な
思
い
を

も
っ
て
や
っ
て
い
る
か
を
先
に
話
す
こ
と
が
あ
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
中
で
、
個
人
的
に
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
こ
と
。

　
こ
れ
が
授
業
で
あ
れ
ば
、
確
実
に
テ
ス
ト
に
で
る
だ
ろ
う
。
で
も
、
こ

の
言
葉
自
体
は
あ
ま
り
重
要
で
は
な
い
の
で
、
覚
え
て
お
く
必
要
は
な
い
。

重
要
な
の
は
、
単
語
化
さ
れ
る
ま
で
に
紡
が
れ
る
物
語
。
そ
こ
に
た
ど
り

着
く
ま
で
に
あ
っ
た
紆
余
曲
折
や
、
そ
こ
で
生
ま
れ
た
感
情
な
ど
、
そ
う

し
た
一
つ
一
つ
の
事
象
が
つ
な
が
り
合
っ
て
で
き
あ
が
る
物
語
こ
そ
、
価

値
あ
る
も
の
。

パ
ー
ソ
ナ
ル
に
つ
い
て

自
身
の
性
格
上
、
何
事
を
や
る
に
も
や
っ
ぱ
り
自
分
が
一
番
で
あ
る
と
い

う
点
。
子
ど
も
の
た
め
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
自
分
が
幸
せ
に
な
り
た
い

か
ら
と
い
う
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
一
方
で
、
世
界
の
子
ど
も
の
た

め
に
日
々
活
動
し
て
い
る
人
た
ち
、
本
当
に
す
ご
い
な
と
感
心
さ
せ
ら
れ

る
ば
か
り
。
自
分
に
は
と
う
て
い
で
き
そ
う
に
な
い
。
で
も
、
「
自
分
の

幸
せ
の
た
め
、
目
の
前
の
人
の
幸
せ
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
こ
と
」
＝

「
社
会
に
と
っ
て
良
い
こ
と
」
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
そ
う
し
た
活
動
が
共

感
を
呼
べ
ば
、
立
派
な
社
会
貢
献
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
と
。

　
こ
う
し
た
個
人
の
思
い
や
活
動
が
、
始
ま
り
は
私
益
的
・
共
益
的
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
人
と
の
出
会
い
や
何
か
し
ら
の
き
っ
か
け
に
よ
り
、
課

題
解
決
の
糸
口
に
な
る
。

　
最
近
の
若
者
の
関
心
ご
と
や
活
動
に
は
、
こ
う
し
た
性
質
の
も
の
が
多

く
、
そ
れ
ら
を
ち
ゃ
ん
と
世
へ
公
益
的
に
導
い
て
い
く
の
も
N
P
O
の
役

割
だ
と
思
う
。

し
て
も
う
一
つ
、
今
回
の
東
北
大
震
災
で
の
支
援
活
動
を
通
じ
て
わ
か
っ

た
こ
と
が
あ
る
。

　
僕
は
、
震
災
後
、
陸
前
高
田
や
大
船
渡
市
の
あ
る
気
仙
地
区
（
岩
手

県
）
へ
支
援
に
入
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
こ
れ
ま
で
市
民
活
動
を
や
っ
て
い

た
人
や
地
域
の
キ
ー
マ
ン
が
集
ま
っ
て
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
活
動
を

し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ
っ
た
。

　
自
分
は
そ
こ
の
連
携
組
織
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担
い
、
会
議
の
進
行

や
方
向
性
の
取
り
ま
と
め
、
活
動
の
見
え
る
化
な
ど
を
お
手
伝
い
し
た
。

　
普
段
は
、
岡
崎
と
い
う
地
で
、
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
N
P
O
と
い
う
看

板
を
背
負
い
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
少
し
カ
ッ
コ
い
い
横
文
字
で
組
み
立

て
ら
れ
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
市
民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
う
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
有
す
る
専
門
家
と
い
う
立

場
で
呼
ば
れ
、
そ
の
能
力
を
十
二
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
任
務
だ
と
思
っ

て
、
気
張
っ
て
い
た
。

だ
、
あ
の
場
に
必
要
だ
っ
た
の
は
、
そ
ん
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
、
振

り
返
っ
て
思
う
。

　
ど
れ
だ
け
被
災
し
た
人
た
ち
の
気
持
ち
を
汲
み
取
れ
る
か
と
い
う
「
セ

ン
ス
」
、
感
覚
的
な
も
の
。
わ
ず
か
数
分
と
い
う
接
点
の
中
で
、
相
手
の

表
情
や
し
ぐ
さ
な
ど
す
べ
て
の
情
報
を
隅
々
ま
で
く
み
取
っ
て
、
相
手
が

何
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
判
断
す
る
感
性
の
よ
う
な
も
の
。
一
人

の
人
間
と
し
て
の
在
り
方
「
人
間
性
」
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
て
い
た
。

　
専
門
家
と
い
う
肩
書
き
だ
と
か
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
は
な
く
、
僕
が
な
ぜ

そ
の
地
に
い
て
、
こ
れ
か
ら
ど
う
関
わ
り
た
い
か
。

「
ま

そ 僕た

（
Y
）

　Alternative ｜ オルタナティブ

　Democratic ｜ デモクラティック

　　  

　Personal ｜ パーソナル

　　 

既存の制度や方法に代わる新たな

取り組みをつくっていくこと

真の民意を反映していくこと

社会や地域を変えることの前に　

自分が変わること



Text： Takahiro (Y)amada／Sayoko (F)ukaya／Ryoto (H)iraiwa

　東日本大震災並びに原発事故の影響により、今もなお約

1200人の方々が愛知県で避難生活を送っている。そして、こ

れまでに３名の方がこの地で亡くなっている。

　これらは関連死ではないのだろうか。

　関連死として認定されるまでには、非常に複雑なやり取り

が発生する。遺族は、悲しみも消えぬうちに手続きなどをし

なければならない。だから、遺族の大半はそうしたことをし

ない。

　この現実を、国や自治体の人たちは知らないし、知る術も

ない。認定された事例が集まらなければなければ、制度化も

されず家族内の問題として、社会に認知されず、時間と共に

忘れ去られていく。

　認定されていないだけで、原発事故がなければまだあった

かもしれない命。その数は、世に知られず、これからも細々

と増え続けると思う。

　人災とも言える原発事故がこうした事態を招いていること

がわかっていても、原発はなくならない。

　「自分が動いてもどうすることもできないし」「もっと偉

い人がんばれよ」などいろいろ言い訳をしてしまう。

　でも、知ることはやめない。いろんな意見を受け止めるこ

とも続ける。手の届く範囲でできることをやる。

　地位とか名誉とか付き合いとか、便利な暮らしももちろん

大事だけど、命より大切なものなんてない。

　最近購入した足踏みミシンがとて

も気に入っている。 

　ずっと探していたのに、結局見つ

けたところは 近所の商店街。 

　そこの主人は腕利きで、おかげで 

還暦過ぎの我が家のミシンもキビキ

ビ動いてくれている。 

商店街の底力を私も肌で感じた。 

　少々部屋は狭くなったけど、次は

何を作ろうか、毎日ワクワクしてい

る。 

　同じ服やかばんも、「どうやって

作るのだろう」という目で見れば、

違ったものに見えてくる。

　大学を卒業し、りたに入って4月で

1年になる。

　若者を応援したい！地域のため人

のために活動している人の役に立ち

たい！という想いが捨てきれず就活

に身が入らないでいたところを、ち

ょうど今くらいの時期に拾ってもら

えた。

　学生のころは岡崎では知る人ぞ知

る学生団体DASH MANの運営をして

いたため、自分はなんでもできると

思っていた。

　しかし、いざ働き始めると自分よ

りも一回り、二回り年上の方々に囲

まれ自分の知識、考えの浅さに気が

ついた。自分の心の中で思った、そ

れ以上の発想がほかの人から瞬時に

出てくるため、いつの間にか（いや、

実は最初からか？）まさに物言わぬ

イエスマンになっていたと思う。

「大人ってすごいな、まだ学生から

抜け切れていなくて情けない」とこ

っそり悩み続けた1年だった。

　ついこの間のことだが、僕のとこ

ろに高校時代の友人が訪ねてきた。

若者の就労支援をする団体を立ち上

げたいという相談だった。ヒアリン

グを通してその熱い想いにふれ、若

者を応援したいという想いをいつの

間にか置き去りにしていたことに気

がついた。りたで僕のすべきことが

やっと見つけられた気がした。

　来年度こそは学生や同世代の若者

の活動を支えていきたい。僕が学生

だったときに周りの大人が支えてく

れたように、今度は僕が支える番だ。

01

03

　20年後、今の子どもたちが大人になったとき、今僕らがや

っていることをどう評価するだろうか？

　関連死も原発事故のことでも、教科書には載らないことが

たくさんある。

　その中には、僕たちが本来大切にしなければいかない事実

が埋もれてしまっている。

　まちづくりをやっていると、そうした温かい活動や濃い活

動、反政治的に見える活動などと出会うことが多い。

　こうした活動や知見をちゃんと子どもたちに伝え遺してい

きたい。

　正しいかどうかは、僕が判断するんじゃない。これからの

未来を担う子どもたちだ。

　多様な価値観が入り交って、全員満場一致が難しくなった

現代に、自分にできること。

　「たくさんの選択肢をつくっていくこと」

　今、社会で起こっていること、僕らがやっていることがや

がて歴史になる。

　小さいことも大きいことも関係なく、子どもたちに受け継

いでもらいたい。

　おかしいものはおかしい。そう思ったら別の答えをつくっ

ていくしかない。

　将来、自分たちがちゃんと責任をとれるように。

02 違って見える03０2事実は１つだけではない 学生→社会人01

まちを視る

（Y） （Y）

（F）

（H）
0１ 0２

最後に選択した商品や行為はどのようなものであっても、その結果に至るまでのプロセスの中で生まれた

個人の価値観への気づきや意味を、一つの物語としてステイトメント（表現）する。

まちづくりは「生活芸述」の視点から始まる。

[生活芸述]
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